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考古学文献と図書館

我々の所属する法文学部町ピルからは文学

的阿世館が且〈且える.)に学構内でばえば、

日と鼻のl¥;に位置するl盟昔、にあるのだが、 .... 

はあまり図l'l'舶に11'.人りしたことがなL、
それは。j故か 9

梓えを端的にqうと.官、にとって11.ll'な本
が悶暫航にほとんどないからである。

しかし、これは別に本学町図{~F舶を非蹴す

る意味があって肯っているのではない。むし

ろ、間l組は訟の専攻している考占学といヲ学

IUI分野にある。

このところ、附町中はブームと呼ばれるほ

ど、考占学に附する甑姐に事kかない状況に

あるが、これに比例するように考古学問帳の
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しかし、吉野ケ里遺跡の場合、遺跡の重要性

がー早くマスコミによって報道され、また、

多くの人々の関心を集めたために、調査に従

事している担当者が正式報告書を作成する前

に、それぞれの関心に沿った出版物が先行し

て氾濫する結果となったのであるo

では、このような遺跡調奪の正式な発掘報

告書;は、何時、出版されるかというと、原則

的に調査終了後、速やかに出版することと

なっているo しかし、一般的にはほとんどの

場合、調査資料の整理・検討が充分に行われ

た後のことが多い。吉野ケ里遺跡の場合もま

さにそうで、調査自体がまだ続けられている

現在、正式な発掘調査報告書は未だ出版され

ていない訳であるo

ところで、このような発掘調査報告書は基

本的に調査を担当した団体が編集・印刷する

こととなっており、余程のことがない限り、

出版社や書庖を通じて作成・出版・販売され

ることはない。また、出版部数もこれを管轄

する文化庁の方針により、五百部前後と椋め

て限られている D その上、これらの報告書の

頒布に当たっては、まず、調査に関係した同

体・個人に配付され、次にその遺跡が所在す

る県内の市町村教育委員会や他府県単位の教

育委員会、さらに全国の研究機関に配付され

る。とすると、ここまでで出版された発掘報

告書の大半は消費されてしまい、とても全国

に数百もある大学の図書館までは届かないこ

ととなるo そうなると、これを入手するため

には、まずは発掘調査の関係者に名を連ねる

か、あるいはまめに全国の発掘調査現場を訪

ねたり、ツテをたどったりして、直接、報告

書の入手を図るかのどちらかとなるo

私の手元にもこうして集めた発掘報告書が

かなりある O しかしながら、これらの全部が

常に自分の研究に必要な訳ではなし」むしろ、

日常的な教育・研究の上では、各テーマに応

じて数十冊単位でこと足りてしまう。した

がって、多くはただ置いてあるだけに過ぎな

いのだが、論文作成などで一旦報告書が必要

となった時、他にアテにできる状況がない以

上、個人的な収集を続けざるを得ない。この

結果、住家のかなりのスペースを本が占め、
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業を煮やした家族からは本を取るか、家族を

取るかという究極の選択を迫られることとな

るのである。

このような事態に陥っているのは私一人だ

けではなく、考古学に携わる全国の研究者に

共通した悩みである。まして、近年では社会

的に考古学の活動が認知されたこともあり、

一年間に全国で出版される発掘報告書の総数

ほ五千冊を優に越えるとし寸 o こうなると、

個人でこれら総てを集め、目を通すことは、

もはや不可l能である。そこで、各地の考古学

関係機関の中に、文献センター的な機能を持

うものが現れている。しかし、これらの機関

の多くは既存の公立図書館や大学図書館など

とのネットワークをほとんど持たず、利用に

際してはそこまで出向いて必要な図書の有無

を確かめるしかなく、結果的に個人収集の図

書と同じような活用しかできない。これは考

古学関係機関に限ったことではなく、博物館

や美術館などの所蔵凶警などについても|司様

であるo

これは時間の省力と学問の発達にとって、

極めて重大な事態なのだが、今のところ早急

に改善される見通しはまるでない。この背景

には考古学研究者の怠慢があるのだが、それ

と同時に考古学研究上の近年の動向も関係し

ているo それは何かと言うと、研究分野の細

分化・専門化である。これは他の学術分野に

も共通することと思うが、学問全体の情報の

氾i監に対して、個人で研究できる範開は極め

て狭くなっており、このためにそれぞれが必

要とする資料もごく限定される傾向にあるの

である。この結果、研究者個人は研究を進め

るに際して、大量の情報の中から自分の研究

分野に関係する文献を選び出し、これに通暁

すれば、他には日もくれなくても充分に通用

することとなるo しかし、この「木を見て森

を見ず、」といった状態は、どう考えても正常

ではない。どの学問分野でも研究分野の細分

化は、これと対局にある総合化と一体となっ

て、初めて意味を持つものであり、必然的に

両者の対比が必要となることは目に見えてい

る。

きて、こうなると、個人のレベルでは研究
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分野の細分化と総合化の双方を見鋸えて、ど

のような範囲の文献を収集するかの判断と、

これをどの様に整理するかの手段を迫られる

ことになるo この内、前者の判断は比較的早

く決し易いが、問題は後者の整理である。私

自身、図書館の検索カード用紙を用いて、書

名と研究分野による分類を試みたこともあっ

たが、既に収集した文献のカードを作成する

間に、新たに入手する文献が山積みとなり、

ついにl祈念してしまった。まさに「積ん読」

の状態であり、研究分野の専門化・総合化な

どの謡い文句には及びもつかなし E。恐らくこ

うした経験は他の多くの研究者も経験されて

いることと思われ、伯|人のレベルでは最終的

に自分の記憶が頼りといった状況にならざる

を得ないようである。
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このような経験からすると、個人ではなく、

組織体である大学図書-館で、機能の充実や閃

書館相互のネットワーク化などを標携するこ

とは、さらに言葉で言うほど簡単にできるこ

とではないだろうなと思ってしまう o 大学を

含めて、凶書館の機能の役割は時代に応じて

変化するのであろうが、帰するところ、これ

らは中に働く人間と利用する側の熱意によっ

てのみ、進展するものであろう C とすれば、

図書館の機能t広大に期待し、これと共に自ら

の学問に対-する責任を全うするためには、私

ももっと凶書館に考古学関係文献の充実を働

きかけてみょうかな、と思案している。

(し、けだよしふみ:法文学部助教授・同史学)

[史料紹介] 明清資料叢編

本史料は、『明i青措案』

と f1青代起)副主加』で構成

され、 17~20世紀初頭にお

ける中間の政治・外交に関

する基本文献で、明清時代

の政治社会の研究、琉球を

はじめとするアジア諸国及

びヨーロッパ諸国との国際

関係史研究に不可欠の史料

である O

特に r明治檎案』は、琉

球王府の外交文書「歴代寅

案」の欠落部分を補填する

文書も含まれており、琉球

の中国交流史研究において

も重要な史料である。

明j青檎案張偉仁主編

民同七十五~七十八年 (1986~1989) 

中央研究院歴史語言研究所影印本

一百九十六冊

内容:明順治元年 (1644)一月一清乾

隆二十三年(1758)三月

(平成三年度購入大型コレクション)

j青代起居注加 j青沈兆霧等救撰
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民凶七十二~七十六年 (1983-1987)

聯合報文化基金曾園事文献館嫁闘立故宮博

物院蔵手稿本影印 二百八十冊

内容:道光期(ー百朋)成豊期(五十七加)

同治期(四十三甘Jt)光緒期(八十珊)
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大学図書館の改革をめぐって

1 .はじめに

近年、大学をとりまく環境条件がめまぐる

しく変わっている。それに伴って様々な大学

改革が試みられるようになってきた。しかし

ながら大学における教育・研究活動に大きな

比重をもっ大学図書館について、その在り方

や機能の改革に関する議論が果たしてどれほ

ど行なわれているだろうか。また、大学の教

育・研究環境に対する基本的な問題として大

学図書館が取り上げられ、その検討の対-象と

なっている例がどれほどあるだろうか。

すでに周知のように、平成3年6月に公布さ

れた大学設置基準の大綱化に伴い高等教育機

関はこれまでの量的整備の対応から教育・研

究の質的充実に取り組むことが強く求められ

ることとなった。とくに大学教育の改善の方

向として、特色ある個性的なカリキュラムの

編成による柔軟な教育組織の設計が最も重要

視されているのであるo このことによりそれ

ぞれの大学におけるカリキュラムの編成や授

業の方法に至るまでその実践的レベルでの

様々な対応が必要となってきたのである。

一方、大学図書館についてはその機能の充

実が一層強調されることから、大学改革の中

においてどのように位置付けられねばならな

いのであろうか。今回の大学設置基準の大綱

化では図書資料をはじめ多様な情報によって

学習の充実をはかるという観点から r教育研

究上必要な資料を系統的に整備』するとされ

ており、適切な資料の整備を基礎として大学

における教育研究活動に資する図書館サービ

スを行うことが求められている O このことか

ら大学図書館が実際の教育研究活動に応ずる

サーピスを提供するためには、図書資料等に

ついての量的な基準を設けることよりも、む

しろその内容を吟味する基準に改めることと

したので、あるo さて、これからの大学図書館

に求められる改革とはどのようなものであろ

及川三千男

うか。

2.大学設置基準と大学図書館

新市Ij大学制度の発足当初はその設置認可に

ついて大学基準協会決定の『大学基準J (昭

和22)によってなされていたが、昭和31年に

文部省令として『大学設置悲準』が制定され

大学設置のための最低の基準が示された。戦

後の高等教育機関はその驚異的拡大によって

大学の大衆化が進んでいったが、新設大学の

中には設置認可の申請時以降においてもなお

基準に到達しない大学も存在していたことも

あり、基準の低下を招かないようにすること

はもとよりその水準の向上を計る努力もまた

必要であったo したがって、「大学設置基準」

は、大学の設置認可申請のための最低の基準

であると同時に、施設整備充実の目安として

も運用されてきたのである。その後、何度か

の改正を経たが、この基準そのものが、多数

の大学に画一的な基準や制約を細部にわたり

規制し、また自由で個性的な大学の創造や改

革を抑制することにもなるという理由などか

ら大学審議会によってここに大幅な検討が加

えられることとなった。そして、長期間にわ

たる討議を経て、いわゆる根本的見直しによ

る大綱化となった新しい『大学設置基準』が、

平成 3年 7月から施行されたのである。

一方、大学図書館については、新学制発足

直後の昭和27年に『国立大学図書館改善要

項』が出されているが、その中で“大学図書

館は、教員にとっては研究と調査、学生に

とっては学習と教養の場である。従って研究

室並ぴに教室の延長またはその一部としての

使命が充分に発揮されるよう整備されるべき

である"と表現され、それに続く解説の項を

みると、たとえば指定図書や参考事務による

学生、研究者、図書館の一体的関係の重要性

について説明している。このように大学図書
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大学図書館の改革をめぐって

1 .はじめに

近年、大学をとりまく環境条件がめまぐる

しく変わっている。それに伴って様々な大学

改革が試みられるようになってきた。しかし

ながら大学における教育・研究活動に大きな
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学図書館が取り上げられ、その検討の対-象と

なっている例がどれほどあるだろうか。

すでに周知のように、平成3年6月に公布さ

れた大学設置基準の大綱化に伴い高等教育機

関はこれまでの量的整備の対応から教育・研

究の質的充実に取り組むことが強く求められ

ることとなった。とくに大学教育の改善の方

向として、特色ある個性的なカリキュラムの

編成による柔軟な教育組織の設計が最も重要

視されているのであるo このことによりそれ

ぞれの大学におけるカリキュラムの編成や授

業の方法に至るまでその実践的レベルでの

様々な対応が必要となってきたのである。

一方、大学図書館についてはその機能の充

実が一層強調されることから、大学改革の中

においてどのように位置付けられねばならな

いのであろうか。今回の大学設置基準の大綱

化では図書資料をはじめ多様な情報によって

学習の充実をはかるという観点から「教育研

究上必要な資料を系統的に整備』するとされ

ており、適切な資料の整備を基礎として大学

における教育研究活動に資する図書館サービ

スを行うことが求められている。このことか

ら大学図書館が実際の教育研究活動に応ずる

サービスを提供するためには、図書資料等に

ついての量的な基準を設けることよりも、む

しろその内容を吟味する基準に改めることと

したのである。さて、これからの大学図書館

に求められる改革とはどのようなものであろ

及川三千男

うか。

2.大学設置基準と大学図書館

新市Ij大学制度の発足当初はその設置認可に

ついて大学基準協会決定の『大学基準J (昭

和122)によってなされていたが、昭和31年に

文部省令として『大学設置碁準』が制定され

大学設置のための最低の基準が示された。戦

後の高等教育機関はその驚異的拡大によって

大学の大衆化が進んでいったが、新設大学の

中には設置認可の申請時以降においてもなお

基準に到達しない大学も存在していたことも

あり、基準の低下を招かないようにすること

はもとよりその水準の向上を計る努力もまた

必要であった。したがって、『大学設置基準」

は、大学の設置認可申請のための最低の基準

であると同時に、施設整備充実の目安として

も運用されてきたのであるo その後、何度か

の改正を経たが、この基準そのものが、多数

の大学に画一的な基準や制約を細部にわたり

規制し、また自由で個性的な大学の創造や改

革を抑制することにもなるという理由などか

ら大学審議会によってここに大幅な検討が加

えられることとなった。そして、長期間にわ

たる討議を経て、いわゆる根本的見直しによ

る大綱化となった新しい『大学設置基準』が、

平成 3年 7月から施行されたのである。

一方、大学図書館については、新学制発足

直後の昭和27年に『国立大学図書館改善要

項』が出されているが、その中で“大学図書

館は、教員にとっては研究と調査、学生に

とっては学習と教養の場である。従って研究

室並ぴに教室の延長またはその一部としての

使命が充分に発揮されるよう整備されるべき

である'と表現され、それに続く解説の項を

みると、たとえば指定図書や参考事務による

学生、研究者、図書館の一体的関係の重要性

について説明している。このように大学図書
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館が果たすべき役割ゃあるべき姿を具体的に

示した『国立大学図書館改善要項」は、その

後のわが国の大学問書館運営における改善指

針として大きな影響を及ぼしたのである。し

かしながら、省令による基準としては昭和3]

年に大学設置基準が制定されているが、いわ

ゆる今回の大綱化以前の大学設置規準には大

学図書館の果たすべき機能や、それに必要な

条件等は一切明示されていなかったといえる。

この点では、改正された大学設置規準の第38

条において、きわめて重大な大学図書館の本

質的役割が明記されているのである。それは、

大学図書館の新しい変化に即応した機能内容

の強化という観点かられ教育研究上必要な"

環境整備に努めるとしていることに両期的な

意義を見出だすのである O 即ち、図書館には

専門的職員の配置を中心として教育研究上必

要な資料を系統的に備えると共に、情報の処

理及び提供のシステムを整備し、教育研究を

促進するための利用スペースを備えるものと

したのであるo

3.大学教育の改善

平成3年2月に大学審議会は『大学教育の改

善について」の答申を行っているo この中で、

学生の学習活動への配慮という観点から大学

図書館の機能の充実を一層重視される必要が

あるとしている。しかしながら学生の学習の

充実といっても、単に図書資料の量的整備に

とどまるものでなく、むしろ、その内容が、

いかに実際の学習活動に資しているかが問わ

れるべきものである O その意味において、大

学の教育研究上、利活用される資料は従来の

ような図書等の冊数を示めす規定から学部の

種類や規模に応じて必要な図書資料が系統的

に収集整備されることとしたのである。

しかしここにいう系統的な図書資料の整

備というものは、実際にはなかなか難しい問

題が存在するo それは、図書資料の選定のメ

カニズム、つまり、学部別を基本とする図書

資料の選定ということが、いかなる機構・組

織で可能となるか、また、選定すべき図書資

料が専門的見地から系統的ないし体系的であ

るかどうかを判断する選定方式がどのように

九'01. 25 No 3 Sept. 1992 

確立されるかということである。そもそも、

学生の学官活動に密接に関係する凶書資料の

選定は個々の教官による選書活動を基本とす

べきであるが、これからは、図書館の専門的

職員が主題別に協力して教官の授業計画に基

づく選書体制が考えられよう o ここで、大学

教育の改善ということを閃書館サイドから考

えた場合、学生の学習活動については、まず

何よりも教官の指導によって促進されること

が必、要である O そして学生はそれぞれの講義

科目に必要な閃書資料を学習の中で効率よく

利則できるようになってはじめて、大学教育

の改善の第一歩が実現したといえるだろう o

ここ数年米、“教授j法，ま去の革弱新tγ"ということ

で

いる O これまで大学凶書館では、 1960年代後

半から1970年代前半にかけていわゆる指定図

書Hl!l度の運用が試みられた。これは大学の講

義に沿って図書資料を必読とする教授法と密

接な関わりをもつものであるが、わが国では

うまく根づかなかった。しかし今回は大学

講義の改革という意味合いから出発する教官

主導の指定図書市Ij度として実施されることに

よって、これまでの伝統的な講義形態に多少

なりとも変化をもたらし、教官の教育活動の

態械に何らかの影響を与えることになれば、

“大学教育の実践的レベル"における両期的

な一大改革となるといえよう o

今日の大学教育は『大衆高等教育』である

といわれるo 大学に入学してくる学生の大部

分は、明確な目的意識を持たず、社会からは、

大学はレジャーランド化しているといった批

判や、“人生最後の長期休暇"といった見方

までされている。大学自体のこうした大衆化

現象が一方においては、大学制度そのものの

構造的な問題にも波及しているのである。

従って、わが国の大学改革もアメリカの大学

のように、学部は教育機関、大学院は研究機

関としてはっきり割り切って、学部の教育課

程については、自由で個性的なカリキュラム

を設計するとともに、国内外での大学問同志

の単位の互換をも含めた大学教育のカリキュ

ラムを抜本的に見直をし、もっと国際化を志

向した柔軟性のあるものにすることが必要で
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館が果たすべき役割ゃあるべき姿を具体的に

示した『国立大学図書館改善要項」は、その

後のわが国の大学問書館運営における改善指

針として大きな影響を及ぼしたのである O し

かしながら、省令による基準としては昭和3]

年に大学設置基準が制定されているが、いわ

ゆる今回の大綱化以前の大学設置規準には大

学図書館の果たすべき機能や、それに必要な

条件等は一切明示されていなかったといえる。

この点では、改正された大学設置規準の第38

条において、きわめて重大な大学図書-館の本

質的役割が明記されているのである。それは、

大学図書館の新しい変化に即応した機能内容

の強化という観点から“教育研究上必要な"

環境整備に努めるとしていることに両期的な

意義を見出だすのである O 即ち、図書館には

専門的職員の配置を中心として教育研究上必

要な資料を系統的に備えると共に、情報の処

理及び提供のシステムを整備し、教育研究を

促進するための利用スペースを備えるものと

したのであるo

3.大学教育の改善

平成3年2月に大学審議会は『大学教育の改

善について」の答申を行っている。この中で、

学生の学習活動への配慮という観点から大学

図書館の機能の充実を一層重視される必要が

あるとしているo しかしながら学生の学習の

充実といっても、単に図書資料の量的整備に

とどまるものでなく、むしろ、その内容が、

いかに実際の学習活動に資しているかが問わ

れるべきものである O その意味において、大

学の教育研究上、利活用される資料は従来の

ような図書等の冊数を示めす規定から学部の

種類や規模に応じて必要な図書資料が系統的

に収集整備されることとしたのである。

しかし、ここにいう系統的な図書資料の整

備というものは、実際にはなかなか難しい問

題が存在する O それは、図書資料の選定のメ

カニズム、つまり、学部別を基本とする図書

資料の選定ということが、いかなる機構・組

織で可能となるか、また、選定すべき図書資

料が専門的見地から系統的ないし体系的であ

るかどうかを判断する選定方式がどのように
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確立されるかということである。そもそも、

学生の学官活動に密接に関係する凶書資料の

選定は個々の教官による選書活動を基本とす

べきであるが、これからは、図書館の専門的

職員が主題別に協力して教官の授業計画に基

づく選書体制lが考えられよう o ここで、大学

教育の改善ということを閃書館サイドから考

えた場合、学生の学官活動については、まず

何よりも教官の指導によって促進されること

が必要である O そして学生はそれぞれの講義

科目に必要な阿書資料を学習の中で効率よく

利則できるようになってはじめて、大学教育

の改善の第一歩が実現したといえるだろう O

ここ数年来、“教授法の革新"ということ

で大学講義の改革が様々な形で議論を呼んで

いる O これまで大学凶書館では、 1960年代後

半から1970年代前半にかけていわゆる指定図

書Hjl]度の運用が試みられた。これは大学の講

義に沿って図書資料を必読とする教授法と密

接な関わりをもつものであるが、わが国では

うまく根づかなかった。しかし、今回は大学

講義の改革という意味合いから出発する教官

主導の指定図書市Ij度として実施されることに

よって、これまでの伝統的な講義形態に多少

なりとも変化をもたらし、教官の教育活動の

態様に何らかの影響を与えることになれば、

“大学教育の実践的レベル"における両期的

な一大改革となるといえよう o

今日の大学教育は『大衆高等教育』である

といわれるo 大学に入学してくる学生の大部

分は、明確な目的意識を持たず、社会からは、

大学はレジャーランド化しているといった批

判や、“人生最後の長期休暇"といった見方

までされているo 大学自体のこうした大衆化

現象が一方においては、大学制度そのものの

構造的な問題にも波及しているのである O

従って、わが国の大学改革もアメリカの大学

のように、学部は教育機関、大学院は研究機

関としてはっきり割り切って、学部の教育課

程については、自由で個性的なカリキュラム

を設計するとともに、国内外での大学問同志

の単位の互換をも含めた大学教育のカリキュ

ラムを抜本的に見直をし、もっと国際化を志

向した柔軟性のあるものにすることが必要で
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あろう。今後、大学教育の自由化競争はます

ます激しくなることが予想され、このような

観点においても、大学が拘げる明確な理念・

目的に基づく、自由で多燥な大学教育を展開

し得るよう改善することが最大の課題なので

ある口

4.大学図書館の教育的機能

大学の威信とか名声を決定する重要な要因

は、教授陣と凶書館の質だとよくいわれるo

すぐれた教授陣がおり、よく整備された図書

館があり、さらに興味のわくカリキュラムを

用意している大学こそ多くの優秀な学生をひ

きつける名門大学といえるのであろう o わが

国の場合は、それが偏差値による入試難易度

によってその序列が決定的に左右されている

のであるが、勿論これが大学の真の姿ではあ

るまし'0
さて、教育研究上必要な資料を備えている

大学図書館が、学生の学習活動に対して行う

重要な機能として、 l羽書館の利用指導がある O

図書館によるこの種のガイダンスは学部レベ

ルの学生には特に必要なものであるが、残念

ながらわが国ではあまり普及していない。教

育に主眼を置かねばならない『学部教育」こ

そ、この図書館の利用指導を大学での基礎科

目のーっとして位置づけ 授業=学生=問書

館 の三者一体による教育活動として行うこ

とである。長期間にわたる受験中心の教育を

受けてきている大学進学者の大部分は、図書

館の利用についての知識は極めて浅い。この

ような学生には、大学生活の第一歩としてま

ず図書館の資料を使って学ぶという経験を持

たせるということに主眼が置かれなければな

らなし=。この場合、学生は図書館で講義シラ

パスに示された図書資料の効率的な入手とそ

の利活用の技術を習得すると共に、リポート

作成に当たっても効率よく資料の探索と収集

が行える知識を身に付けることが要求される

こととなる。

一方、情報化社会の進展に伴って、多くの

情報を適切に選択し、整理し、活用していく

能力が要求されているo 昭和61年の臨時教育

審議会答申では、このことに言及し、情報活

、101. 25 No 3 Sept. 1992 

用能力(Informationliteracy) という用語で

示している。 昔は、読み書きソロパンであっ

たものが、今では、読み書き情報リテラシー

とも言われるわけであるo この読み書き能力

をめぐる議論によれば、図書館の利用のため

にコンピユータカT使えるという知識技術もこ

うした議論における一つの考え方として出さ

れている。つまり、今日の“情報爆発"は新

しい意味で、の b読み書き能力"を要請してい

るのであるo 図書館のカード目録に代わるコ

ンピュータオンラインカタログの普及や、

CD-ROMによる様々な情報資料が多数出現す

るようになって、学生に限らず他の大部分の

利用者が、これまでとは異なった図書資料の

利用法や検索手段を習得しなければならなく

なったのである。

情報化社会にあっては庵大な情報の中から

必要な情報を適切に取捨選択し、その内容を

要約し整理してし、く能力の育成こそがなによ

りも必要であるo とくに学生の場合、自分の

専門分野でのリポート執筆やその発表のため

の知識技術を習得することは、知的生産活動

のための第一歩である。わが国でもこのよう

な考え方に立って、大学図書館を大学教育の

中に実践的に組み入れ『同書情報技術』とし

て正規の授業科目になっている大学が登場し

ている。また、アメリカではすでに大学図書

館や公共図書館が一般市民への生涯教育の観

点から情報活用の経験をプログラム学習とし

て提供しているのである O このように、これ

からの大学問書館は学習経験のための一大拠

点として情報の収集、探索、提供を行うと共

に、学生が学習の充実を計るために最も必要

な情報活用能力を容易に獲得できる場所とな

らなければならないであろう。

5.むすび

大学問書館の機能を拡充するためには、単

に設置基準を設定するだけでは解決されなし ¥0

とくに大学図書館の本質的な役割を大学の教

育・研究活動において遂行するためには、施

設・設備の側面にとどまらず大学図書館の教

育的活動と教官への具体的な援助や図書館の

専門的職員の配置といった図書館サービスの
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機能面から定める内脊を基準とすることが必

要であるo この点で、は、大学基準協会による

r大学図書館基準.JJ (昭57)や回・公・私の

『大学図書館改善要項」等をふまえて新しい

指針としての要項作成が急がれなければなら

ないであろう o

大学教育の観点においては、大学審議会答

申の『大学教育の改善について』にあるとお

り、教育課程の編成、教授内容・方法やその

計画の改善・向上への積極的な取組が求めら

れているo したがって、大学教育の目的と体

系性に考慮した学生の主体的学習が促進され

るような教育課程が望まれるのである。さら

にこのようなことから、教育方法の改善が大

学改革の中心的課題であるという認識に立つ

Vol. 25 No 3 SepL 1992 

て、大学図書館は今こそ、その機能の改善・

改革による大学教育への具体的な協力活動を

展開すべき時である O 大学の授業において必

要な凶書資料の体系的学習や各種の情報検索

法を含む凶書館の利用技術は、学生が習得し

なければならない基本的知識技術である口大

学教育全体の中にあって大学図書館は、この

ような情報活用能力、いいかえれば、“学問

の基礎となる能力の訓練H を最も重要視した

閃書館サービスを展開し、将米に向けた改革

を積極的に推進しなければならなし'0

(おいかわ みちお:附属図書館事務部長)

本学教官著作寄贈図書案内

19921年6月一1992年8月

下地良男(法文学部)

中英語・近代英語対照資料/ウィクリフ

欽定訳(新訳聖書抜粋) 琉球大学法文学

部文学科英文学専攻， 1992 830.2-SH 

照屋普彦(法文学部)

アメリカ文明と地域の役割(琉球大学アメ

リカ研究大会論文集)司 1992 253.007-RY 

木村政昭(理学部)

沖静電トラフにおける熱水スモーカー・生

物・鉱床の調査と解析/木村政昭 科研費

(一般A)研究成果報告書，1992

K452.15-KI 

諸見里善一(農学部)

Mycological and Phytopathological Studies 

on Rhizodonia Solam Kuhn I琉球大学農

学部‘ 1992 615.81-~10 

田幸正邦(農学部)

Viscoelasticity of Biomaterials I American 

Chemical Society， 1992 492.8-VI 

秋水孝義、困府田佳弘(農学部)

Problems in the Air Shipment of Hroti-

cultural Products (Advances in food 

engineering) I CRC， 1992 588-AD 

松崎俊久(医学部)

長寿世界ーは沖縄その秘密は豚肉食だ‘った

ーダイエット食はボケ・早死を招く/松崎

俊久祥伝社， 1992 K498.38-MA 

駒ケ根市成人病疫学調査及び総合保健計画

(委託研究報告書)/松崎俊久 (財)東京

都老人総合研究所疫学部，1991 493.1-RY 

小漬 哲(短期大学部)

リゾートを核とした石垣の産業の複合化を

めざして/小漬哲 沖縄観光研究会， 1992

K601-KO 

注)各資料末尾の記号は請求記号です。
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配架変更のお知らせ

。2階、 3階一般開架閲覧室戸芋ヰ二Z芋司 書架配置岡

の書架が大幅に変わりました 000 文字
O~dp二弓

これまで満杯状態だった融当主豆長，

1週間 ( 7月 14日-2 1日) EEヨモ王三百
を利用して 2階、 3階一般開架 ，orru r 6"60-"fi'~' 5 3 

閲覧室の書架の大幅移動作業を [二=dM三五1

行いました。

移動後の害架の配置は下記の |一

図のとおりですが、これまでと L I ヨ三長ヨヨ U~~ 1 11111 
帽 An田市 . ~ 鮎::..-:-::- ~ I I ! j トト11 4110 医学 .11学

大きく変わったはは次の通りで 吋… IWl ー→ |ト II

す。 日正?帝|己民主ヲ"]仁til--長:亘言菖]
(1) 2階にあった分類番サ 4 ……吋，、.~~ 7 ~ (r，*~ l fl I fI .盆 11十

40-479 (宇宙科学、

地球科学、生物学、植物

学)の図書は 31稽へ

(2) 3階の 9類文学関係の図

書のうち全集、叢書、著作

集は 3階プラウジングコー

ナーへ(これらの種類の多

くの図書は 2階 3層書庫に

配架していますが、そこも

満杯4犬態のためやむをえず ~り" 日鮒 ←11 ¥4  50 地球科学

予三三主主三日| ¥ 3 陪閲覧室 ¥ 
ブラウジングコーナーに移 l.. !!.~i:‘附"い| ¥ \ i__.~..4".~ 吋科学;
勤しました。) こ工コニモヨ戸ニ÷ニ1 一 入 U r玩ニト干「与主主主

(3) 4類(医学関係)、 5類

(工業、工学関係)、 6類

(産業関係)の図書のうち全集、叢書

著作集の多くを 2階 3層書庫へ

(4) 洋書のうち 940ドイツ文学以降の部

門と UMI学位論文集は 1階と 2階の問の踊

り場へそれぞれ移動しました。

書架配列の流れはこれまでと同じですが、

それぞれの書架には見出しを付けてあります

ので目安にしてください。また書架配置関を、

各階閲覧室の出入り口近くの書架の側板にも

掲示していますので、図書を検索する際ご利

用ください。

この移動作業をした際、分類配列の整頓を

行いました。岡書は背表紙についている分類

番号の 3桁番号にしたがって配架しておりま

すので、取りだした図書は必ず元の場所に返

却するなどして、書架を乱さないよう心がけ

て下さい。書架が乱れますと、目録検索して

所蔵していることが、わかってもその書架に

みつからないということカf多くなり、他の利

用者に迷惑をかけることになります。

(閲覧係)
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ブラウジングコーナーに移 !日正州い| ¥ ¥4  ~ (1怜科学;

動しました。) こ工コニモヨ戸ニ÷ニ1 一 入 U r面二「→「与主主主
(3) 4類(医学関係)、 5類

(工業、工学関係)、 6類

(産業関係)の図書のうち全集、叢書

著作集の多くを 2階3層書庫へ

(4) 洋書のうち 940ドイツ文学以降の部

門と UMI学位論文集は 1階と 2階の聞の踊

り場へそれぞれ移動しました。

書架配列の流れはこれまでと同じですが、

それぞれの書架には見出しを付けてあります

ので目安にしてくださし E。また書架配置図を、

各階閲覧室の出入り口近くの書架の側板にも

掲示していますので、図書を検索する際ご利

用くださし=。

この移動作業をした際、分類配列の整頓を

行いました。岡書は背表紙についている分類

番号の 3桁番号にしたがって配架しておりま

すので、取りだした図書は必ず元の場所に返

却するなどして、書架を乱さないよう心がけ

て下さい。書架が乱れますと、目録検索して

所蔵していることが、わかってもその書架に

みつからないということカf多くなり、他の利

用者に迷惑をかけることになります。

(閲覧係)
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Eヲヨさ壬三三ヨ 書架配置問
430 化学

仁平二年弓二土守!ー-“ r 回|

~:ïi l !f中|

.. 20 物F哲学 11-μ 11-1-1 1 

閉 _J-=-=t二己!山 1 いUJ~ 
4~-~一時停ー|出 t.. -..~. l 山型 (1 ~J ー… -~..I ~持着雑許コーナーがタイト
トゴ二土士ヨ lEFEi LEE|LJJLU| ルの刊に

市|一…-.--， I.m宮吾首、副福一一...-3-U.0笹安符学 一
I H-i I ， i汁iTT" (3F雑誌閲覧室)

ヒヱゴゴ回二11川 l 什以し!
380 民俗学 1・......1 I r 11 

LTD-3弓↑ !-， 新着雑誌コーナーは、これま

~! で和雑誌(購入、寄贈に区分)、

EFI D '1山出| 洋雑誌それぞれを主題別に分類

LLI .一一一一… …一一「し、分類)II~(に配架していました

が、和雑誌はタイトルの五十音

EE壬三E王]!I同 11日川 町東界史 順に、洋雑誌はアルファベット

11 m 1 I nJ..I...l JII~に変更しました。また、この
示品J一千円前 1-1 機会に和雑誌の寄贈・購入区分

」 ι 土叶日凹| もなくしました。

日し 一 |巾t........←一一一 … 現在、雑誌閲覧室の入り口に

ヒ土ゴ二土三百| 園三ヒ王ヨ I-~壬ヨ園三 EEEヨヨ|近い側に和雑誌、奥のほうが洋

甲甲山ムム|町一 一??とおよ:μょ:;
] ど口|刊し -i叫 かったとき、左手からタイトル

1 ¥ の音順に並んでいます。雑誌書

1 ¥霊 1.，日本史 2~I 0慣界史 架の側面にその書架に収納して

二二三三二二λ-j 2隅閲覧車 L.__._....+...… 一一!いるタイトルを表にしてありま
s ，---r-ーァ一色1E主主-T---;一一千--L一一-'入口 l l す。

ご一一一ーヲ ー 」・ 1 また、個々の棚には雑誌タイトルと併せて従来通り

3階雑誌閲覧室

主題別の請求記号を表示し、表紙イメージがわかる

ようにしてあります。

パックナンバーを収納している書庫内は、従来通

り主題別(請求記号JII夏、ただし 4・5類はその大区

分の中でタイトル!順)となっていますので、書庫内

を検索するときは、新着雑誌コーナーの請求記号を

ガイドとして役立ててください。

(参考調査係)
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Eヲヨさ壬三三ヨ 書架配置問
430 ~学

仁平二年弓二土守!ー-“ .---'1
Lii I ! r中|

.. 20 拘F理学 11-μ 11-1-1 1 

閉 _J.:-.=t二己!山 1 いUJ~ 
4~-~_. 吟月三|出 4 一白川 山型(1 ~.:j. .....................__.___..._._~"I ~新着雑許コーナーがタイト
吐二土士ヨ lEEi LEE|LJJLLJ| ルの昔JIJ~~こ

日|一…-.--， I.m宮吾首、副福一一.....3"U"0笹実利学 一
1汁iI I i汁iTT" (3F雑誌閲覧室)ヒヱゴゴ回二11川 l 什以し!

380 民俗学 1・....... 1 I r 11 

」 ←FFf弓-

E壬二Ll:一c

E云*-f三日
315 敬白a穂

新着雑誌コーナーは、これま

で和雑誌(購入、寄贈に区分)、

洋雑誌それぞれを主題別に分類

し、分類Illf(に配架していました

E目 玉E I川国r~ (J .i1-Jl! 

が、和雑誌はタイトルの五十音

JIIW:に、洋雑誌はアルファベット

順に変更しました。また、この

Evi証言←!日続前 I~'l 機会に和雑誌の寄贈 購入区分

」」ー;土叶印 I[[J 1 もなくしま「た。
1 ~r; し一 |出し←一一一 … 坑在、雑ri.f.閲覧室の入り口に

ヒ土ゴ二土三巴| 圃三ヒ王ヨ一三壬~IE一三 EEEヨヨ|近い側に和雑誌、奥のほうが洋

甲甲山人一|町一 一??と2Lこ口説よ:;
パ 土日|刊し -J旧( かったとき、左手からタイトル

ー ¥ ¥ の剖|叫ん山刊誌書
¥ 2 ~ .，日本史 2~I 0慣界史 架の側面にその書架に収納して

二二三三二二λー 2隅閲覧車 L--_._....+.，，"… →一!いるタイトルを表にしてありま
s ，---r-ーァ一色1E主主-T--;一一千--L一一-'入口 l l す。

ご一 一一ーヲ ー 」・ 1 また、個々の棚には雑誌タイトルと併せて従来通り

3階雑誌閲覧室

主題別の請求記号を表示し、表紙イメージがわかる

ようにしてあります。

パックナンパーを収納している書庫内は、従来通

り主題別(請求記号順、ただし 4・5類はその大区

分の中でタイトル順)となっていますので、書庫内

を検索するときは、新着雑誌コーナーの請求記号を

ガイドとして役立ててください。

(参考調査係)
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沖縄関係資料新着案内

1992年6月一1992年8月

1類哲 学

1.聖書集/笹淵友一編著教文館. 1982 

(近代日本キリスト教文学全集;15) 

内容:路加伝福音書第二四章:琉球語訳

/ベッテルハイム[訳]

馬太伝福音書第五章:漢和対訳/

ベッテルハイム[訳]

約翰伝福音書第一章:ヴィーン版

/ベッテルハイム[訳]

193.5-BE 

2類歴 史

上私の小論集/友寄英一郎著 友寄秀子，

1990 200.4-TO 

2.沖縄の歴史と文化/外間守善著 中央公

論社， 1986 

(中公新書;799 ) 201-H82 

3.海東諸国紀:朝鮮人の見た中世の日本と

琉球/申叔舟著:問中健夫訳注 岩波書

庖、 1991

(岩波文庫:33-458-1) 201.4-SH 

4.写真記録人間が人間でなくなるとき:

Genocide/大田昌秀著 沖縄タイムス社，

1991 201.7-0T 

5.ほうまく:佐手郷友会結成30周年記念誌

小橋川春造， 1988 21l-KO 

6.大兼久誌 1991 21l-TA 

7.具志川市史第一巻/具志川市史編さん委

員会編具志川市役所， 1991 

新聞集成明治編 224-GU 

8.久場土地区画整理事業竣工記念誌/久場

土地区画整理事業竣工記念誌編集委員会

編 中城村久場土地区画整理組合， 1991 

227-KU 

9.糸満市史資料編12/糸満市史編集委員会

編糸満市役所， 1991 

民俗資料 232-191 

10.城辺町史第五巻/城辺町史編纂委員会編

城辺町， 1990 

民話編 242-GU 

11.牧畜人生八十八年白保に生きる:宮良松

米寿記念 1990 289-FU 

12.波j寿を越えて:亀谷長栄伝記/福山i英治

著葦書房 1986 289-F85 

13.スヤーサプロー:宮城嗣古物語/船越義

彰著沖縄タイムス社. 1991 289-FU 

14.琉球におけるジョン万次郎/石田磨柱著

宜野座通男. 1991 289-IS 

15.将軍沖縄に死す:第三十二軍司令官牛島

満の生旗/小松茂朗著光人杜， 1989 

289-KO 

16.土がある明日がある:桑江朝幸回顧録/

桑江朝幸著 沖縄タイムス社， 1991 

289-KU 

17.写真で見る桑江朝幸のあゆみ/桑江朝幸

写真集刊行会編 桑江朝幸写真集刊行会.

1990 289-KU 

18.島と組織に生きた:前津武追悼集/故前

津武追悼集刊行委員会編故前津武追悼

集刊行委員会. 1991 289-MA 

19.雑草/森松長光著 [森松長光J，1991 

289-MO 

20.ジョン万次郎物語=lohn Mung story / 

長田亮一著 ジョン万次郎を語る会，

1991 289-NA 

21.かでいんまや万歳/[大舛重盛編] [沖

縄自分史センターJ.1991 289-0K 

22.最後の特派員:i中縄に散った新聞記者/

織井青吾著筑摩書房， 1991 289-0R 

23.愛ひとすじに:大山光伝/大山朝常著

改訂版ニライ社 1991 289-0Y 

24.瀬長亀次郎回想録/瀬長亀次郎著 新日

本出版社. 1991 289-SE 

25.でーじな人たち:エピソード沖縄人物図

巻/しいさあ倶楽部編著 ボーダーイン

ク. 1991 289-SH 

-10一

琉球大学附属図書館報 Vol. 25 No 3 SepL 1992 

沖縄関係資料新着案内

1992年6月一1992年8月

1類哲 学

1.聖書集/笹淵友一編著教文館. 1982 

(近代日本キリスト教文学全集;15) 

内容:路加伝福音書第二四章:琉球語訳

/ベッテルハイム[訳]

馬太伝福音書第五章:漢和対訳/

ベッテルハイム[訳]

約翰伝福音書第一章:ヴィーン版

/ベッテルハイム[訳]

193.5-BE 

2類 歴 史

1.私の小論集/友寄英一郎著 友寄秀子，

1990 200.4-TO 

2.沖縄の歴史と文化/外間守普著 中央公

論社， 1986 

(中公新書;799 ) 201-H82 

3.海東諸国紀:朝鮮人の見た中世の日本と

琉球/申叔舟著:田中健夫訳注 岩波書

庖. 1991 

(岩波文庫:33-458-1) 201. 4-SH 
4.写真記録人聞が人間で、なくなるとき:

Genocide/大田昌秀著 沖縄タイムス社，

1991 201.7-0T 

5.ぼうまく:佐手郷友会結成30周年記念誌

小橋川春造， 1988 211-KO 

6.大兼久誌 1991 211-TA 

7.具志川市史第一巻/具志川市史編さん委

員会編具志川市役所， 1991 

新聞集成明治編 224-GU 

8.久場土地区画整理事業竣工記念誌/久場

土地区画整理事業竣工記念誌編集委員会

編 中城村久場土地区画整理組合， 1991 

227-KU 

9.糸満市史資料編12/糸満市史編集委員会

編糸満市役所. 1991 

民俗資料 232-191 

10.城辺町史第五巻/城辺町史編纂委員会編

城辺町， 1990 

民話編 242-GU 

11.牧畜人生八十八年白保に生きる:宮良松

米寿記念 1990 289-FU 

12.波i寿を越えて:亀谷長栄伝記/福山i英治

著葦書房 1986 289-F85 

13.スヤーサプロー:宮城嗣古物語/船越義

彰著沖縄タイムス社， 1991 289-FU 

14.琉球におけるジョン万次郎/石田磨柱著

宜野座通男. 1991 289-IS 

15.将軍沖縄に死す:第三十二軍司令官牛島

満の生涯/小松茂朗著光人杜， 1989 

289-KO 

16.土がある明日がある:桑江朝幸回顧録/

桑江朝幸著 沖縄タイムス社， 1991 

289-KU 

17.写真で見る桑江朝幸のあゆみ/桑江朝幸

写真集刊行会編 桑江朝幸写真集刊行会.

1990 289-KU 

18.島と組織に生きた:前津武追悼集/故前

津武追悼集刊行委員会編 故前津武追悼

集刊行委員会. 1991 289-MA 

19.雑草/森松長光著 [森松長光]. 1991 

289-MO 

20.ジョン万次郎物語=lohn Mung story / 

長田亮一著 ジョン万次郎を語る会，

1991 289-NA 

21.かでいんまや万歳/[大舛重盛編] [沖

縄自分史センター]. 1991 289-0K 

22.最後の特派員:沖縄に散った新聞記者/

織井青吾著筑摩書房. 1991 289-0R 

23.愛ひとすじに:大山光伝/大山朝常著

改訂版ニライ杜 1991 289-0Y 

24.瀬長亀次郎回想録/瀬長亀次郎著 新日

本出版社. 1991 289-SE 

25.でーじな人たち:エピソード沖縄人物図

巻/しいさあ倶楽部編著 ボーダーイン

ク. 1991 289-SH 
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26.塩浜康盛追想集 塩浜千代子米寿・塩浜

康儲追想集出版祝賀会， 1988 289-SH 

27.山河ありて/安田善治著 [安田普治]

1991 289-YA 

28.南島周遊誌/藤沢高治著 品文社， 1991 

290-FU 
29.沖縄地名考:県下の地名、三百四十ーの

意味を解く/宮城真治著 f打川沖rl中|ド1縄i出1:

1992 290.34-MI 

3却O.地名を歩く/南島地名研究センター編著

オぞーダーインク t 1991 

(< (;fのはゆブックス 1)290.34-NA 

31.マップちゃんの沖縄:食べたり買ったり

遊んだり 改訂版日地tB版. 1991 

(地図の本マップちゃんシリーズ:29) 

290.9-MA 

32.ペルリ提督日本遠征記 上巻，下巻/土

原喬雄，玉城肇共謀復刻版臨川書庖，

1988 290.99-PE 

33.原郷の島々:沖縄南洋移民紀行/三木健

著ひるぎ社‘ 1991 297-KI 

3類社会科学

1.ピロメラのうた:情報化時代における沖

縄のアイデンティティ/米須興文著 j中

毒亀タイムス社， 1991 

(タイムス選書 2: 8) 302-KO 

2.フィリピン希望への混迷:アキノ政権化

の政治と文化/仲地清著 沖縄アジア研

究所， 1988 

昭和J62年度沖縄県人材育成財団派遣フィ

リピン大学留学報告書 302-NA 

3. 8 7 -9 1年リポート I?中縄の基:1&J/ 

鳥取部邦夫著 ひるぎ社， 1991 

(おきなわ文庫;59) 312-TO 

4.糸満市制施行20周年記念誌:年表と写真

に見る合併30年と市制施行20年のあゆみ

/糸満市教育委員会社会教育課文化係編

糸満市役所， 1991 318.3-IT 

5. r企業参謀」沖縄編:日本的経営と決別

せよ!/大城光雄著 光データシステム，

1992 335.02-0S 

6.生産性運動25年史/25周年記念誌編集委

員会沖縄県生産性本部， 1991 

もrol. 25 No 3 Sept. 1992 

335.91-NI 

7.沖縄人の意識構造/東江平之著 沖縄タ

イムス杜， 1991 

(タイムス選書 2 6) 361.6-AG 

8.私が技術一番さん:沖縄手づくりの味/

沖縄県生活改善実行グループ連絡研究会

著沖縄出版， 1991 365.6-0K 
9.揃(すり)てIt，行(い)かな:結成三十

周年記念誌/読谷村職員労働組合編 読

谷村職員労働組合. 1991 366.6-YO 

10.一隅を照らす教育/大湾武著[大湾武J.

1986 

琉球新報教育活動賞記念自費出版

371.04-0W 

11.沖縄県の教育史/浅野誠著 忠文閤出版，

1991 372-AS 

12.沖縄県学童疎開者名簿:宮崎県学事関係

諸令達通牒/那覇市企画部文化局文化振

興課編那覇市， 1991 376.235-NA 

13.竹富島誌民話・民俗篇，歌謡・芸能篇

/上勢頭亨著 法政大学出版局， 1976-

1979 382-U47 

14.かごしまの民具:鹿児島民具博物誌/鹿

児島氏具学会編慶友社， 1991 383-KA 

15.沖縄の海人(ウミンチュ糸満漁民の

歴史と生活/上回不二夫著 沖縄タイム

ス社， 1991 

(タイムス選書 2: 7) 384.1-UE 

16.神々の古層 3， 8， 9/比嘉康雄著

ニライ社， 1991 

3 :遊行する祖霊神ウヤガン[宮古島]

8 :異界の神ヤガンの来訪ヤガンウユミ

[粟国島]

9 世を漕ぎ寄せるシチ[西表島]

385-KA 

17.蛇の宇宙誌:蛇をめぐる民俗自然誌/小

島理著東京美術. 1991 385-KO 

18.九州・沖縄ふるさと大歳時記 角川書庖.

1991 

(角川版ふるさと大歳時記 7)385-KY 

19.久高島の祭りと伝承/桜井満編 桜楓社，

1991 

(古典と民俗学叢書 15) 385-SA 

20.沖縄の祭と芸能/本田安次著 第一書房.
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26.塩浜康盛追想集 塩浜千代子米寿・血i兵
康儲追想集出版祝賀会， 1988 289-SH 

27.山河ありて/安田善治著 [安田普治]

1991 289-YA 

28.南島周遊誌/藤沢高治著 品文社， 1991 

290-FU 

29.沖縄地名考:県下の地名、三百四十ーの

意味を解く/宮城真治著 i打川沖rl中|ド1縄i出1:

1992 290.34-恥Ml

3却O.地名を歩く/南島地名研究センター編著

オぞーダーインク. 1991 

(< (;fのはゆフーックス 1) 290.34-NA 

31.マップちゃんの沖縄:食べたり買ったり

遊んだり 改訂版日地tH版. 1991 

(地図の本マップちゃんシリーズ:29) 

290.9-MA 

32.ペルリ提督日本遠征記 上巻，下巻/土

尾喬雄，玉城肇共謀復刻版臨川書庖，

1988 290.99-PE 

33.原郷の島々:沖縄南洋移民紀行/三木健

著 ひるぎ社宅 1991 297-KI 

3類社会科学

1.ピロメラのうた:情報化時代における沖

縄のアイデンティティ/米須興文著 i中
毒亀タイムス社， 1991 

(タイムス選書 2: 8) 302-KO 

2.フィリピン希望への混迷:アキノ政権化

の政治と文化/仲地清著 沖縄アジア研

究所， 1988 

昭和162年度沖縄県人材-育成財団派遣フィ

リピン大学留学報告書 302-NA 

3. 8 7 -9 1年リポート「沖縄の基地J / 

鳥取部邦夫著 ひるぎ社， 1991 

(おきなわ文庫;59) 312-TO 

4.糸満市制施行20周年記念誌:年表と写真

に見る合併30年と市制施行20年のあゆみ

/糸満市教育委員会社会教育課文化係編

糸満市役所， 1991 318.3-IT 

5. r企業参謀」沖縄編:日本的経営と決別

せよ!/大城光雄著 光データシステム，

1992 335.02-0S 

6.生産性運動25年史/25周年記念誌編集委

員会沖縄県生産性本部， 1991 

もfol. 25 No 3 Sept. 1992 

335.91-NI 

7.沖縄人の意識構造/東江平之著 沖縄タ

イムス杜， 1991 

(タイムス選書 2 6) 361.6-AG 

8.私が技術一番さん:沖縄手づくりの味/

沖縄県生活改善実行グループ連絡研究会

著沖縄出版， 1991 365.6-0K 

9.揃(すり)てIt，行(し、)かな:結成三十

周年記念誌/読谷村職員労働組合編 読

谷村職員労働組合 1991 366.6-YO 

10.一隅をJmらす教育/大湾武著[大湾武J.

1986 

琉球新報教育活動賞記念自費出版

371.04-0W 

11.沖縄県の教育史/浅野誠著 忠文聞出版，

1991 372-AS 

12.沖縄県学童疎開者名簿:宮崎県学事関係

諸令達通牒/那覇市企画部文化局文化振

興課編那覇市， 1991 376.235-NA 

13.竹宮島誌民話・民俗篇，歌謡・芸能篇

/上勢頭亨著 法政大学出版局， 1976-

1979 382-U47 

14.かごしまの民具:鹿児島民具博物誌/鹿

児島民共学会編慶友社， 1991 383-KA 

15.沖縄の海人(ウミンチュ糸満漁民の

歴史と生活/上田不二夫著 沖縄タイム

ス社， 1991 

(タイムス選書 2: 7) 384.1-UE 

16.神々の古層 3. 8. 9/比嘉康雄著

ニライ社， 1991 

3 :遊行する祖霊神ウヤガン[宮古島]

8 異界の神ヤガンの来訪ヤガンウユミ

[粟国島]

9 世を漕ぎ寄せるシチ[西表島]

385-KA 

17.蛇の宇宙誌:蛇をめぐる民俗自然誌/小

島理著東京美術， 1991 385-KO 

18.九州・沖縄ふるさと大歳時記 角川書1ι

1991 

(角川版ふるさと大歳時記 7) 385-KY 

19.久高島の祭りと伝承/桜井満編 桜楓社，

1991 

(古典と民俗学叢書 15) 385-SA 

20.沖縄の祭と芸能/本回安次著 第一書房.
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1991 

(南島文化叢書 13) 385.2-HO 

21.おきなわの祭り/沖縄タイムス社編 沖

~Jtタイムス杜， 1991 385.2-0K 

22.城辺町の昔話 上，下:沖縄県宮古郡城

辺町/福田晃[ほか]著 |司朋舎出版，

1991 

(南島昔話叢書;7， 8) 388-FU 

23.銃後:思想弾圧・空襲・原爆・沖縄戦・

引揚げ/松谷みよ子著立風書房， 1987 

(現代民話考;6) 388-~fA 

24.久志の民話/名護市史編さん室編 名護

市教育委員会， 1991 388-NA 

25.わらしぺ王子:沖縄民話/斎藤公子編:

儀問比呂志絵:木村次郎作詞;丸I.IJ亜季

作曲創風社， 1991 388-SA 

26.おきなわの夢:ウンタマギル一物語/高

嶺剛絵・文 PARCO出版局， 1991 

(Parco lilliputt books ) 388-TA 

27.五線譜による沖縄の民謡/普久原恒勇編

増補改訂版 マルフクレコード[発売]， 

1991 388.9-FU 

28.伊江島のわらべうた 沖縄県保母の会，

1991 388.9-IE 

29.日本民謡大観(沖縄奄美) 沖縄諸島篇

/日本放送協会編 日本放送出版協会，

1991 388 . 9 -N 1 

30. 日本文化の古層:列島の地理的位相と民

族文化/圏分直一著 第一書房. 1992 

(New Asia ; 4) 389-KO 

31.北の道南の道:日本文化と海上の道/1胡
分直一著第一書房， 1992 

(New Asia; 5) 389-KO 

4類自然科学

1.石垣島のサンゴ礁環境/目崎茂和編 世

界自然保護基金日本委員会. 1991 

452. 16-ME 
2.沖縄海は泣いている. r赤土汚染」とサ

ンゴの海/吉嶺全二著 高文研. 1991 

452.16-YO 

3.鹿児島県の地質/鹿児島県地質図編集委

員会編 鹿児島県企画部企阿調整課，

1990 455.9-KA 

も'ol. 25 :-.Jo 3 Sepl. 1992 

4.沖縄の資源、探訪/高良鉄夫著 琉球新報，

1991 460.4 -T A 

5.沖縄市の自然:身近な動植物 沖縄市立

郷土博物館， 1990 462-0K 

6.南の島の自然観察:沖縄の身近な生き物

と友だちになろう/土屋誠，宮城康一編

東海大学出版会， 1991 462-TS 

7. 日本の重要な植物群落 H 沖縄県版/

環境庁編 大蔵省印刷局， 1988 

第3回自然環境保全基礎調査(緑の凶勢

調査)

特定植物群落調査報告書(追加調資・追

跡調査 471.7-KA

8.北琉球の植物/初島住彦著 朝日印刷書

籍出版， 1991 472-I-IA 

9.サンゴの生物学/山里清著 東京大学出

版会. 1991 483.36-YA 

10.とっておきの話沖縄の川魚:トーイユか

らリュウキェウアユまで/幸地良仁著

沖縄出版、 1991 487.5-KO 

11.ハプに関する研究:ハプの概要と蛇類の

捕獲/外問善次著 OHS研究所¥1991

487.94-HO 

12.沖縄鯨物語:ザトウクジラ/案納昭則著

i中縄タイムス社， 1991 489.6-AN 

13.ヒトにんげん人:生活の人間学:人とと

もに考える/荷村利康著 [前村利康].

1991 490.4-NA 

14.奄美の心:明日の離島医療の発展をめざ

して/笠畑保著笠畑保， 1991 498-KA 

5類工 学

1.沖縄市水道三十年史/沖縄市水道部編

沖縄市水道部. 1988 519.1-0K 

6類産 業

2.沖縄県農林水産行政史 第八・九巻/沖

縄県農林水産行政史編集委員会編 農林

統計協会， 1990 

水産業編 612-052 

3.平良市の老木・巨木:Nature and human 

history平良市民運動実践協議会， 1991 

652.7-HI 

4.九十卜|・沖縄巨樹名木巡り/牧野和春編著
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1991 

(南島文化叢書 13) 385.2-HO 

21.おきなわの祭り/沖縄タイムス社編 沖

~Jtタイムス社， 1991 385.2-0K 

22.城辺町の昔話 上，下:沖縄県宮古郡城

辺町/福田晃[ほか]著 |司朋舎出版，

1991 

(南島昔話叢書;7， 8) 388-FU 

23.銃後:思想弾圧・空襲・原爆・沖縄戦・

引揚げ/松谷みよ子著 立風書房， 1987 

(現代民話考;6) 388-MA 

24.久志の民話/名護市史編さん室編 名護

市教育委員会， 1991 388-NA 

25.わらしぺ王子:沖縄民話/斎藤公子編:

儀問比呂志絵:木村次郎作詞;丸I.IJ亜季

作曲創風社. 1991 388-SA 

26.おきなわの夢:ウンタマギル一物語/高

嶺剛絵・文 PARCO出版局， 1991 

(Parco lilliputt books ) 388-TA 

27.五線譜による沖縄の民謡/普久原恒勇編

増補改訂版 マルフクレコード[発売]， 

1991 388.9-FU 

28.伊江島のわらべうた 沖縄県保母の会，

1991 388. 9-IE 

29. 日本民謡大観(沖縄奄美) 沖縄諸島篇

/日本放送協会編 日本放送出版協会，

1991 388.9-NI 

30. 日本文化の古層:列島の地理的位相と民

族文化/圏分直一著 第一書房， 1992 

(New Asia ; 4) 389-KO 

31.北の道南の道:日本文化と海上の道/1事!
分直一著第一書房， 1992 

(New Asia; 5) 389-KO 

4類自然科学

1.石垣島のサンゴ礁環境/目崎茂和編 世

界自然保護基金日本委員会， 1991 

452.16-ME 
2.沖縄海は泣いている. r赤土汚染」とサ

ンゴの海/吉嶺全二著 高文研， 1991 

452.16-YO 

3.鹿児島県の地質/鹿児島県地質図編集委

員会編 鹿児島県企画部企阿調整課，

1990 455.9-KA 

もfol. 25 )Jo 3 Sepl. 1992 

4.沖縄の資源、探訪/高良鉄夫著 琉球新報，

1991 460 .4-T A 

5.沖縄市の自然:身近な動植物 沖縄市立

郷土博物館， 1990 462-0K 

6.南の島の自然観察:沖縄の身近な生き物

と友だちになろう/土屋誠，宮城康一編

東海大学出版会， 1991 462-TS 

7. 日本の重要な植物群落 H 沖縄県版/

環境庁編 大蔵省印刷局， 1988 

第 3回自然環境保全基礎調査(緑の国勢

調査)

特定植物群落調査報告書(追加調査・追

跡調査 471.7-KA

8.北琉球の植物/初島住彦著 朝日印刷l書
籍出版， 1991 472-HA 

9.サンゴの生物学/山里清著 東京大学出

版会. 1991 483.36-YA 

10. とっておきの話沖縄の川魚:トーイユか

らリュウキェウアユまで/幸地良仁著

沖縄出版、 1991 487.5-KO 

11.ハプに関する研究:ハプの概要と蛇類の

捕獲/外問善次著 OHS研究所. 1991 

487.94-HO 

12.沖縄鯨物語:ザトウクジラ/案納昭則著

f中手電タイムス社. 1991 489.6-AN 

13. ヒトにんげん人:生活の人間学:人とと

もに考える/荷村利康著 [苗村利康]，

1991 490.4-NA 

14.奄美の心:明日の離島医療の発展をめざ

して/笠畑保著笠畑保， 1991 498-KA 

5類 工 学

1.沖縄市水道三十年史/沖縄市水道部編

沖縄市水道部.1988 519.1-0K 

6類産 業

2.沖縄県農林水産行政史 第八・九巻/沖

縄県農林水産行政史編集委員会編 農林

統計協会， 1990 

水産業編 612-052 

3.平良市の老木・巨木:Nature and human 

history平良市民運動実践協議会. 1991 

652.7-HJ 

4.九十卜|・沖縄巨樹名木巡り/牧野和春編著
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